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シリーズ

寺脇利信 l・新井章吾2: 16.北海道厚岸郡浜中町藻散布前浜地先の

チェーン振り事業地

はじめに

本シリーズ第2回では，北海道厚岸郡浜中町散布(ちりつ

ぶ)地先の多年生ホンダワラ類が優占する岩面において，水

中ブルドーザーによる磯掃除(岩面の刷新)2年後にナガコ

ンブLaminarialongissima Miyabe in Okamuraが優占した

(寺脇・新井1999)。第6回では，北海道大学厚岸臨海実験所

地先の防波堤の消波プロックなどで，海氷にえぐられる影響

により，水深が浅いと低年齢のコンブ類が生育し，深くなる

と高年齢のオニコンブL. diabolica Miyabe in Okamuraに

多年生ホンダワラ類のウガノモク Cystoseirahakodatensis 

(Yendo) Fensholtが混生した(寺脇・新井2001)。さらに，

第11回では，藻散布(もちりつぶ)地先において，食用の

ガッガラコンブL. coriacea Miyabe in Okamuraを対象とす

る漁業者による優れた投石事業地を報告した(寺脇・新井

2002)。

今回は，藻散布前浜(もちりつぶまえはま)地先において，

漁獲対象種とはなっていない(川嶋 1995)ゴへイコンブム

yezoensis Miyabe in Okamuraが優占する岩面について，
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チェーン振りと呼ばれる事業によって，食用としての価値が

高いガッガラコンブの優占群落に変化させようとする試みを，

藻場の景観模式図として報告する。

コンブ場は，藻場として沿岸海域の環境において極めて重

要であるのみならず，漁獲物であるコンブの畑として直接的

な経済価値を有する(寺脇 1996)。ゴへイコンブは外海に面

する干潮線下から水深10m以深まで生育し，ナガコンブやガッ

ガラコンブの漁場を占拠する害藻となる (J11嶋 1989)。害藻

の除去による食用コンブ類の増殖のための試みとして，水中

ブルドーザーによる磯掃除は高コストであるものの効果面積

が広く，一方，チェーン振りは波のカを利用するため低コス

トであるものの効果面積が狭いことが知られている。

なお，ゴヘイコンブは日本産コンブ属 13種のうち，他の 12

種(単条葉・繊維状根)と異なり，唯一，掌条葉および盤状

根を持つ学術上きわめて貴重な種であり，北海道での生育状

態については断片的な観察例しかなく，生態や生活史に不明

な点が多いり11嶋 1995)。
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図 l 北海道厚岸郡浜中町藻散布前浜地先の概略位置
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図2 北海道厚岸郡浜中町藻散布前浜地先のチェーン振り事業地における藻場の景観模式図

地

現地の概要と方法

北海道の東部太平洋沿岸に面した地先の海底では，一般的

に10年にl度くらい大規模な流氷(氷の厚さ 1"""7m)が接岸

し(佐々 木 1969)，流氷による自然的な磯掃除で翌年にはコ

ンブが大豊作となる。しかし，近年，流氷による岩面削除と

いう自然的な磯掃除の機会が減ったため，海底面での海藻植

生の遷移が進行し，コンブ類にとっては不利である。水中ブ

ルドーザー事業(散布地先)および投石事業地(藻散布地先)

においては，流氷による自然的な磯掃除に代わる制新面の形

成を，人間が代替していると言える。

1992年6月20日，北海道厚岸郡浜中町藻散布前浜地先(図

1)のチェーン振り事業地において， SCUBA潜水により， 1台

のチェーン振り域(長径4m)内外を，広く観察する機会を得

た。チェーン振り施設は，調査の数ヶ月前に別な地点に移設

されている。海底は岩盤上に離が点在し，比較的，地形的凹

凸が激しかった。チェーン振りの影響の及ばない自然の藻場

(対照区)，チェーン振りの影響がわずかに認められる縁辺部

およびチェーン振り中心部において，主要な海藻の被度およ

び最大藻長を測定した。チェーン振り縁辺部とは，チェーン

振り中心部の縁から幅50cmの楕円形のドーナツ状の範囲であ

る。それぞれの区分内で， 1m2の面積について観察を行った。

本シリーズの前報までは，コンブ群落に闘し，便宜的に，現

存量については枠内に付着器がある海藻を採集し，被度につ

いては付着器の枠内での有無にかかわらず枠内の海藻を測定

している。今回，ゴヘイコンブは藻長1m程度であり，コンブ

類の中では茎と葉状部下部がやや直立しているので，ホンダ

ワラ類およびアラメ・カジメ類の藻場と同様の考え方で調査

した。

結果

自然の藻場(対照区):ゴヘイコンブが被度 70%(最大藻

長1.2m)で優占し，カタワペニヒパ Neoptilotaasplenioides 

(Esper) Ky 1 inが被度50%(最大藻長0.3m)と有節サンゴモ

類が被度30%(最大藻長5cm)で混生し，ガッガラコンブ幼

体が被度5%(最大藻長3cm)みられた。岩面では基面被覆海

藻類の無節サンゴモ類が被度60%で優占した(図2の左右端

3m位置)。ゴヘイコンブの茎と葉状部の下部は，通常のコンブ

属と異なりやや直立していた。

チェーン振り縁辺部:ゴヘイコンブが被度70%(最大藻長

1. Om)で優占し，カタワベニヒパが被度30%(最大藻長0.3m)

と有節サンゴモ類とが被度20%(最大藻長 5cm)で混生し，

ガッガラコンブ幼体が被度20%(最大藻長3cm)に増大した。

岩面では基面被覆海藻類の無節サンゴモ類が被度60%で優占

した(図2の左右2m位置，図3)。チェーンの到達範囲であ

るが，ゴヘイコンブとカタワペニヒパなどの小型多年生海藻

は，ほとんど除去されていなかった。

チェーン振り中心部:ゴヘイコンブがみられず，ガッガラ

コンブ幼体が被度20%(最大藻長3cm)で優占し，カタワペ

ニヒパが被度15%(最大藻長0.1m)で混生した。岩面での基

面被覆海藻類の無節サンゴモ類も被度20%に減少した(図2

の中心Om位置，図4)。無節サンゴモ類の一部が除去されてい

なかったが，ゴヘイコンブなどの直立海藻は全て除去され，

新たに新生面にガッガラコンブとカタワベニヒパの幼体が入



図3 チェーン振り縁辺部

槌していた。

まとめ

北海道厚岸郡浜中町藻散布前浜地先のチェーン振り事業地

では，自然の藻場およびチェーン振り縁辺部ではゴへイコン

ブが優占し，カタワベニヒパが混生した。チェーン振り縁辺

部では，ほとんど競合藻が除去されていなかったが，ガッガ

ラコンブ幼体が被度20%に達した。チェーン振り 中心部では

ゴヘイコンブとカタワベニヒパなどの小型多年生海藻が除去

され，ガッガラコンブ幼体が被度 20%で優占した。

注目点

浜中町地先では，大きな物理的な撹乱後におけるガッガラ

コンブ ナガコンブーウガノモクの，遷移系列が想定されて

いる(寺脇 ・新井 1999)。藻散布前浜地先においては，ガッ

ガラコンブーゴへイコンブ -カタワベニヒパの遷移系列が想

定された。害藻除去が十分でないチェーン振り縁辺部におい

ては，害藻が除去された中心部に隣接していることで，群落

内においてガッカラコンブの発芽に必要な光量が得られ，

ガッガラコンブ、の入植と生長が可能になったと考えられる。

逆に，業:伏部が掌状に広がりやや直立するゴへイコンブと多

年生のカタワベニヒパ群落の成立後には，群落内において到

達する光量が低下することにより ，ガッガラコンブ入植の阻

害要因となるのではないだろうか。以上の視点も考慮、した上

で，ガッガラコンブあるいはゴヘイコンブとカタワベニヒパ

との関係について，除去実験などによる実験生態学的な研究

の進展に期待したい。
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図4 チェーン振り中心部
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